
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                            

     

三
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

昭
和
37
年
の
法
人
化
か
ら
今
年
で

50
年
の
節
目
を
迎
え
、
新
た
に
三

沢
市
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
一
環
と
し
て
「
地
域
き
ず
な
支

え
あ
い
事
業
―
ご
近
所
の
力
in
ミ

サ
ワ
」
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
地
域
福
祉
の
推
進
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。 

地
域
が
助
け
合
い
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

こ
れ
ま
で
本
市
の
社
会
福
祉
の
発

展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰

し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

 

大
会
テ
ー
マ 

「
市
民
が
築
く 

信
頼
の
あ
る
ま
ち 

み
さ
わ
」 

 10
月

24
日(

水)

午
後

１
時 

 

三
沢
市
公
会
堂 

小
ホ
ー
ル 

    

第
１
部 

式
典 

（
１
時
〜
） 

(

１) 

開
会
の
こ
と
ば 

(

２) 

黙
祷 

(

３) 

大
会
長
式
辞 

(

４) 

名
誉
大
会
長
挨
拶 

 
(

５) 

表
彰 

 
(

６) 

来
賓
祝
辞 

 
(

７) 

閉
会
の
こ
と
ば 

 

第
２
部 

記
念
講
演 

（
２
時
10
分
） 

演
題
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
責
任
」 

講
師 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
職
業
奉
仕 

推
進
前
委
員
長 

黒
田 

正
宏 

氏  
● 
講
師
略
歴 

● 

内
科
医
、
心
療
内
科
医
。 

岡
三
沢
小
学
校
を
卒
業
し
、
大
三

沢
町
立
第
一
中
学
校
・
八
戸
市
立

第
一
中
学
校
・
青
森
県
立
八
戸
高

等
学
校
を
経
て
、
国
立
弘
前
大
学

医
学
部
に
入
学
。 

昭
和
46
年
３
月
同
大
学
院
修
了
。

医
学
博
士
。 

昭
和
47
年
７
月 

青
森
労
災
病
院

内
科
部
長
。 

    

昭
和
53
年
１
月 

八
戸
市
柏
崎
に

「
黒
田
内
科
胃
腸
科
医
院
」
開
業
。 

医
療
法
人
正
英
会 

理
事
長
。 

昭
和
53
年
５
月 

八
戸
南
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
入
会
。
平
成
10-

11

年
度
、
13-

14
年
度
の
２
回
、
国

際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

2830

地
区(

青

森
県)

ガ
バ
ナ
ー
を
担
当
。 

21
年
か
ら
は
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー

に
お
い
て
理
事
、
職
業
奉
仕
推
進

委
員
長
、
運
営
審
査
委
員
を
歴
任

す
る
傍
ら
、
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
産
業
医
活
動
に
取

組
む
。
そ
の
他
、
30
年
間
に
亘
る

学
校
医
活
動
や
、(

社)

日
本
心
身

医
学
会
功
労
会
員
と
し
て
の
医
学

会
活
動
、
三
沢
市
、
十
和
田
市
、

八
戸
市
と
そ
の
周
辺
の
町
村
に
お

け
る
健
診
活
動
等
に
従
事
。
74
歳
。 

       

● 

講
演
趣
旨 

● 

私
は
父
の
意
思
に
従
い
、
青
森

県
内
で
医
療
に
従
事
す
る
道
に
進

み
ま
し
た
。 

医
学
生
の
時
か
ら
地
域
医
療
に

関
わ
り
、
大
学
院
で
は
消
化
器
内

科
を
専
門
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
心
と
身
体
の
関
係
を
重
視

す
る
心
身
医
学
を
学
ぶ
た
め
、
九

州
大
学
に
内
地
留
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
間

を
総
合
的
に
診
療
し
て
い
く
医
学

を
学
び
、
子
供
達
の
ス
ト
レ
ス
や

心
身
症
、
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
、
地
域
の
健
診
活
動
な
ど
に

も
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

同
時
に
奉
仕
団
体
の
一
つ
で
あ

る
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
と

し
て
、
異
業
種
の
会
員
か
ら
様
々

な
こ
と
を
学
び
、
地
域
や
世
界
で

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

国
際
的
視
野
を
養
い
な
が
ら
国
際

ロ
ー
タ
リ
ー
の
発
展
に
も
努
力
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
を
通

じ
て
、
現
在
で
は
あ
ら
ゆ
る
組
織

の
社
会
的
責
任
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
社
協

も
一
つ
の
組
織
と
し
て
、
社
会
的

責
任
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

                                     

発行者               〒033-0011 三沢市幸町三丁目11－5  

社会福祉法人        TEL 0176-53-3422  FAX 0176-52-4545 

三沢市社会福祉協議会    http://misawa-shakyo.jp/ 

 

｢

第

25
回 

三
沢
市
民
福
祉
大
会｣

の
お
知
ら
せ 



 

       

「
福
祉
安
心
電
話
」
を
設
置
し
て
い

る
高
齢
者
に
電
話
で
声
か
け
を
す
る
、

ふ
れ
あ
い
テ
レ
フ
ォ
ン
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
す
。(

毎
週
木
曜) 

●
● 

活
動
者
の
声 

●
● 

人
生
の
先
輩
達
か
ら
、
電
話
を
通

し
て
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
待
っ

て
い
て
く
れ
る
方
も
い
て
励
み
に

な
り
ま
す
。
ず
っ
と
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。(

岡
三
沢 

Ｍ) 

            

       

週
に
一
度
、
30
分
程
度
の
お
散
歩

に
同
行
す
る
活
動
で
す
。 

●
● 

活
動
者
の
声 

●
● 

相
手
の
方
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
、

ご
自
宅
の
周
り
を
歩
い
て
い
ま
す
。

一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
で
、

普
段
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
季
節

の
移
り
変
わ
り
や
動
物
の
様
子
に

目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
、
穏
や

か
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

（
栄
町 
Ｎ
） 

            

   

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
昼
食
の

お
弁
当
「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ
」
を

お
届
け
・
回
収
す
る
活
動
で
す
。 

自
分
の
都
合
に
合
わ
せ
て
平
日
の

週
２
〜
３
回
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
普
通
自
動
車
免
許
を
お
持

ち
の
方
に
お
願
い
し
ま
す
。 

●
● 

活
動
者
の
声 

●
● 

一
緒
に
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
と

情
報
交
換
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活 

動
し
て
い
ま
す
。
お
弁
当
の
配
達

を
通
し
て
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と

他
愛
も
無
い
お
話
を
す
る
こ
と
で
、

か
え
っ
て
こ
ち
ら
が
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
。 

 

（
下
久
保 

Ｋ
） 

            

                  [

寄
附
金] 

戸
大
建
設
工
業
株
式
会
社 

様 

８
月
27
日
１
０
０
、
０
０
０
円 

基
地
従
業
員
退
職
者 

納
税
貯
蓄
組
合 

様 

８
月
28
日 

５
０
、
０
０
０
円 

(

以
上
三
沢
市
社
協
受
付) 

[

災
害
義
援
金] 

山
田 

龍
治 

様 

８
月
22
日 

 

５
、
０
０
０
円 

三
上 

勝
久 

様 
８
月
24
日 

１
０
０
、
０
０
０
円 

 
           

青
森
県
立
三
沢
航
空
科
学
館 

（
館
長 

大
柳
繁
造
） 

様 
 

８
月
29
日 

２
４
６
、
５
８
６
円 

匿
名
１
件 

 
  

１
０
、
０
０
０
円 

(

以
上
共
同
募
金
委
員
会
受
付) 

※
義
援
金
受
付
３
月
31
日
ま
で 

 

法
律
相
談
日
の
予
定 

 

10
月
16
日(

火)
 

 

11
月
20
日(

火)
 

 

12
月
11
日(

火)
 

相
談･

予
約 

５
２
‐
３
２
７
０ 

 

こ
の
社
協
だ
よ
り
は
、「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
」
の
配
分
金
で
作
成
し

て
い
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
感
想
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

８
月
21
日
か
ら
９
月
20
日 

ま
で
に
頂
い
た
ご
寄
附
を 

ご
紹
介
し
ま
す
。 

川

柳

の

時

間 
 

 

福
祉
川
柳
〜 

募
金
し
た
我
が
子
の
顔
が
誇
ら
し
げ 

 

（
事
務
局 

法
量
） 

赤
い
羽
根
自
宅
で
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

寄
附
を
し
た
地
に
飛
ん
で
く
る
赤
い
羽
根 

時
事
川
柳
〜 

判
決
も
ク
ル
ク
ル
変
わ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト 

ス
ギ
ち
ゃ
ん
の
裏
目
に
な
っ
た
ワ
イ
ル
ド
さ 

梅
ち
ゃ
ん
に
縋
る
大
河
の
治
療
法 

 
 
 

事
務
局 

松
田 

募
集
中
！ 

ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
れ
あ
い
テ
レ
フ
ォ
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
さ
ん
ぽ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
   中村 そが さん（岡三沢） 
     
           去る 7 月 26 日に 
          行われた「介護者 
          の集い」に、力強い

          助っ人として参加 
  してくれた中村そがさん。 
   そがさんの元気の秘訣はいつでも 

ポジティブであることと、感謝の気 
持ちを忘れないこと。 
集いでは「相手の良いところを見 

つけてほめる」ことの大切さを教え 
て頂き、参加者からは「もっと話を 
聞きたかった」という声も。 
 太陽のようなほほえみで、みんな 
を元気にしてくれました。 



 

平成 23 年度“赤い羽根”共同募金作文コンクール 中学生の部 最優秀賞作品 

「笑顔になれる幸せの羽根」        三沢市立第一中学校２年 中林 栞里 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私は、小学校６年のころ、ボランティア委員会という委員会に所属していた。ある日『赤い羽根共同募金』

を委員会活動で行うことになり、私も参加した。昼休みに玄関前に募金箱を持って立ち、 

「募金お願いします。」 

と呼びかけると、たくさんの児童が募金をしに集まってくれた。 

 募金箱にお金を入れてくれた人に、 

 「ありがとうございました。」 

と言って、赤い羽根を名札につけてあげると、本当にうれしそうにしていた。活動に協力してもらってうれし

いのは私たちの方なのに、みんなの赤い羽根をつけた笑顔が心に残った。そうして、みんなが募金活動に協力

してくれたおかげで、委員会で考えていた目標よりもはるかに多い金額が集まった。 

 募金活動終了後、校長先生が全校児童の前でお話をされた。 

「募金は、集まった金額よりも、募金しようと思った気持ちが大切なのです。」 

確かに、私が活動してみてうれしく思ったのは、募金箱の重みではなく赤い羽根を付けたみんなの笑顔だった。

 しかし私はボランティア委員だったのに、集まった募金の使い道をよくわかっていなかった。みんなの気持

ちがこめられたお金は、いったいどこへいくのだろう。 

みんなの募金は、住んでいる都道府県の共同募金会に届けられ、そこで使い道が決まるそうだ。青森県では、

主にお年寄りや体が不自由な人のために役立てられている。 

 私が卒業した小学校では、福祉についての学習や活動が盛んだった。実際に車いすに乗って、市内の道を通

る体験をしたときには、ほんのわずかな段差も上がれなかったり、車が来て怖い思いをしたりと、普段車いす

に乗っている人の苦労を少しだけかもしれないが感じることができた。だから、私たちの募金がそういった

方々の生活の助けになるのだと思うと、みんなの名札についている赤い羽根がとても誇らしく思えた。 

 私は、赤い羽根共同募金の活動を行ってみて、人を思いやる気持ちと、助け合いの精神が芽生えたように思

った。ボランティアへの関心が生まれ、人の助けや支えになることを喜びと感じるようになった。 

募金箱にお金を入れ、赤い羽根をもらう。でも、それはただの赤い羽根ではない。募金をした人も、その募

金で援助される人も、みんなが笑顔になれる幸せの羽根なのである。 

間違いが７つあります。左の絵を切り取って、違っているところをマルで囲んだら、ハガキに貼って送って

ください。住所・氏名・年齢・コメントを忘れずに！抽選で 10名の方に、共同募金会オリジナル図書カード

をプレゼント。締め切りは 10月 19 日です。033-0011 三沢市幸町 3-11-5 三沢市共同募金委員会 宛 



                                         
平成 24 年 10 月 1 日 

三沢市共同募金委員会 
 

毎年 10 月 1 日から始まる「赤い羽根共同募金運動」は、皆様の思いやりの心に支えられ、今年で    

66 年目を迎えます。例年、町内会の皆様や企業、各種団体、職場、児童・生徒の皆さんなど、多くの方々

から募金をお寄せいただいておりますことに、心よりお礼申し上げます。 

地域の福祉活動に活用される共同募金は、自分のまちを良くするしくみです。何卒、趣旨をご理解の

上、今年もご協力下さいますようお願い申し上げます。   三沢市共同募金委員会 会長 沼田 石 

 
    ご協力ありがとうございました。 

【戸 別 募 金】   3,851,331 円  町内会を通じて 8,499 世帯から 

【個人大口募金】    285,395 円 67 人の方々から 

【法 人 募 金】     292,000 円  68 企業・法人から         

中央院・青森県信用組合三沢支店・㈱三沢タクシー・鳴海外科医院・㈱オリエントツアー・㈱出雲・

中村憲一税理士事務所・㈱マスダ・㈲アイリンク・ローソン桜町店・㈲つたや会館・玉川金物店㈲・

山木歯科・㈱ユニバース松園町店・東興電気㈱・前田塗装㈲・中居酒店・三浦自動車・寺下運輸倉庫㈱・

中野商事㈲・三沢塗装センター・青葉不動産・三沢みずしま商店・スパかわむら・中塩商店・理容ヨシダ・

㈱三沢シティホテル・富士屋カメラ・㈲総合保険センター・松喜・浪岡理容店・フルーツのおきつ・

セダーアップ・㈲ウメコウ・いわま肉店・やま蔵・田村写真館・㈱長吉屋・喜久寿司・ＪＡおいらせ・

福水・岡三沢温泉別館・鮨一八・山本建築・㈱小坂工務店・ヘアサロンふじた・㈱熊野商店・㈲サワ

カミ薬局中央店・㈲デーリー東北下斗米販売所・レディスショップサカタ・宮木肉店・夢菓房 京舟・

いちい幼稚園・愛子保育園・美野原保育園・浜三沢保育所・にこにこプラザ三沢・三沢第一幼稚園・

平畑保育園・松園ケアラウンジスカイ・おおつ保育所・スナックかかし・ラーメンハウス小笠原・   

岡三沢保育園・住友化学三沢工場・まつぞのクリニック・育栄管財㈱・㈱熊野商店 

【職 域 募 金】   152,217 円  11 職域  

三沢市役所職員一同・松園保育園職員一同・松園幼稚園職員一同・ＮＰＯ法人ぴあ職員一同・三沢   

自治振興公社職員一同・東芝メディア職員一同・三沢畜産公社互助会・むつ小川原活性化センター職

員一同・スターゼントミートプロセッサー三沢工場職員一同・社協職員一同・ひまわり乳児院職員一同 

【団 体 募 金】   1,915,820 円 11 団体 

 航空自衛隊三沢基地隊員一同・米軍三沢基地一同・松園ｹｱﾗｳﾝｼﾞｽｶｲ利用者の会・古間木地区民生委員

児童委員協議会・中央地区民生委員児童委員協議会・東部地区民生委員児童委員協議会・三沢市母子

寡婦福祉連合会・三沢市老人クラブ連合会・春日台保育園いちいの会・平畑寿会・航空祭ｲﾍﾞﾝﾄ募金 

【学 校 募 金】   82,670 円 10 校 

三沢高校・三沢商業高校・上久保小学校・古間木小学校・木崎野小学校・三沢小学校・第一中学校・

第五中学校・堀口中学校・第三中学校 

【街 頭 募 金】  239,409 円  9 団体 

市身障福祉会・三沢市赤十字奉仕団・三沢地区更生保護女性会・大三 

沢婦人会・看護ボランティア笑顔の会・三沢市手をつなぐ育成会・ 

三沢高校ボランティア部・さつき友の会・連合町内会青少年育成部会 

【自動販売機募金・インターネット募金】 61,797 円   

     （敬称略・募金会受付順) 

24 年度は募金総額 6,650,000 円を目安に運動を展開します。 
三沢高校ボランティア部 

昨年の地産地消フェアにて 
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